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ピー (石炭)紀のレッドウォール (RedwalF.)である (写
真-20).異様に赤い歩道をしばらく下ると谷川の川底に
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写真-39 キャピトルリー フの地表に点在する氷河磯 (迷い石)
ソルトレイクシティー
キャピいレ1)-フを午前中にたち,この日はソル トレイ
クシティーまで,約380kmの移動を主体とした旅になった.
途中砂漠の中にクリーブランド･ロイドの恐竜発掘場所が
あって,そこを訪れた.我々のために野外の昼食を用意し
てくれていた.崖の下の岩の間で火をたき,ソーセージを
木の枝にさしてあぶって食べるというもので,そのほかパ
ンやジュース,果物の用意がしてあった.ユタの砂漠の岩
徹
写真-41 ソルトレイクシティー の-こま
陰で強風にさらされながらの昼食も趣があった,西部劇で
のたき火と食事のシーンを思い出した.
恐竜の発掘現場といってもユタ大学等が発掘し,ほとん
ど掘 り尽くされた跡で,発掘小屋が見学者のために残され
ていたほか,周りの露頭には金網でガードされた恐竜の化
石が見られる程度であった (写真-40).ここの地層から
はジュラ紀の肉食のアロザウルスや草食のステゴザウルス
など14種が発掘されたという.ここには小さな博物館が
あって,恐竜の全骨格を目玉として,その周りに細々とし
た展示物が置かれていた.
午後はソル トレイクシティーまでほとんどが荒涼とした
砂漠を走る-イウエーの旅であった.途中池田や炭坑など
も見られた.ソル T,レイクシティーに近づくと東側に雪の
かぶった高い山が見えてきた.ロッキーの山々だ.
翌日は冷えて朝みぞれが降った.遠くの山々はまだ雪に
覆われている (写真-41).この町はモルモン教の総本山
があるし,2002年の冬季オリンピックはこの町を中心とし
て開催されるという.またこの町はユタ州の州都でユタ州
立大学がある.この大学を訪れて博物館等を見学するが,
展示品も豊富で大変立派な博物館である.ユタ大学の歴史
と学術の伝統はこうした博物館を見ればよくわかる.地域
の学術的価値のあるものはこうした場所で保管する義務が
ある.日本の文部行政がこれまで標本類の保管にほとんど
無関心であったのは政治家や役人の教養の低さに起因しょ
うが,我々の努力も必要であろう.
ソル トレイクシティーではグレーTlソル トレイクを見た
かったが帰途の折,機上から見ることができた.湖岸線が
あって青い水をたたえる日本の湖とは大違いで,陸か湖か
明確でない洲が広がりその先が黄白濁した湖となっていた
(写真142).ポートランドで国際線に乗 り継ぎ,成田-の
帰途につき,10日間のアメリカでの地質巡検を終えた.
写真-42 上空から見たグレー トソルトレイク
陸と湖の境界が明確でないし,水も濁っている
